駒場東邦２１回生同期の皆様へ

櫟原　 昇 君

田和　賢一君の急逝を惜しむ
駒場東邦21回生卒業後30周年同期会幹事会一同
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時下ますますご清栄のことと存じます。
さて、幹事会スタッフからのメール等でご存知の方も多いかと思いますが、
今回、同期会の準備活動中に我々の旧友２名が相次いで急逝され、幹事会一同も
大きな衝撃を受けました。
ここに謹んで、故櫟原　昇君(左写真下方)、故田和　賢一君(左写真上方)について、
ご紹介申し上げます。(写真はいずれも1991年撮影)
櫟原　昇（ひらはら・のぼる、旧63Ｒ）君におかれては、昨年１１月２３日、単身赴任地である仙台の入院先で逝去されました。

櫟原君は東北大学大学院を修了後、清水建設㈱に土木技術者として入社されました。名古屋支店・千葉支店・本社勤務等を経て、亡くなる１年ほど前に同社・東北支店に異動となり、土木技術部のグループ長としてご活躍とのことでした。櫟原君の技術者としての業績は、今でも特許公報や学会論文等でその一端を窺い知ることができます。
櫟原君といえば、口数の少ない温厚な人物であったという印象を持つ方が多いかもしれませんが、駒東生のときも大人になってからも、ひとたび会話が始まれば、趣味の話や仕事の話に限らずさまざまな話題で、言葉の端々に彼ならではの深い知識と洞察力を感じたものでした。
昨年１１月９日夜、同僚たちとの食事の後に意識を失って転倒し、その際に頭部に負った傷がもとで、第二の故郷ともいえる仙台にて、思いもかけない結果となってしまいました。

田和　賢一（たわ・けんいち、旧 62R）君におかれては、約９ヶ月の闘病生活の末、本年３月
１７日、都内の入院先で逝去されました。

田和君は東京理科大学建築学科を卒業後、転職を経て積水ハウス㈱埼玉営業所に建築技術者として勤務されていました。田和君は若い頃に一級建築士を取得しており、ご自宅は彼の設計によるものと訊いております。近年は若手の育成や高校の特別講師を務める等、職域を拡げていたようです。
在学中の彼は、硬軟に渡って活発に活動し、その快活な性格から彼の周りには笑いが絶えませんでした。一方、写真を趣味にするなど繊細な面も持ち合わせ、マルチな人間でありました。社会に出てからは、豪快さも持ち合わせ、その一端から、酒も紫煙も愛し、趣味や、家族や、仕事の話などを肴に、各方面の人間と交流を深めていました。
昨年秋に闘病生活を明らかにして以降、いろいろな形で同期生のサポート・励ましがあり、彼も同期会出席を力強く宣言していただけに、今は彼に語りかける言葉が見つかりません。
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櫟原　昇君、田和　賢一君ともに、お仕事だけではなく、年端も行かないお子さん達の子育てを突然諦めざるを得ず、その無念さはいかばかりかと思います。ここに同期の皆様とともに、旧友２名の駒東時代の元気なお姿と卒業後のご遺徳を偲び、哀悼の意を表したいと存じます。
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故　櫟原　昇君


（左）1978年撮影、（右）1993年撮影





故　田和　賢一君


（左）1978年撮影、（右）2007年撮影
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